
小川村立小川小学校

様式A-1

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【児童生徒が自立的に学ぶための情報活用能力の具体的な育成実践の例】
全校で取り組むスイスイPC（毎週1回、朝の活動20分間に行うタブレットでの学習）

どのような力を育成することを目指して取り組んだか

・コンピュータの起動や終了、タイピングなどの基本操作を自分でスムーズにすることが
できるようにすること。

・ローマ字入力ができるようになり、授業でCanvaやスライド等のICTを使うことができる。
・自分で課題を持ち、目標を決めて、自分のペースで学習に取り組むことができる。

【スイスイPCの時間に取り組んだこと】
１年 コグトレ、マグナ、eライブラリ
２年 コグトレ、eライブラリ（算数、国語）、マグナ
３年 タイピング練習（タイピングコロシアム、すし打、POPタイピング）
４年 タイピング練習（すし打、タイピングコロシアム）、eライブラリ（算数）
５年 タイピング練習（タイピングコロシアム）、Canva（国語「方言クイズ」の作成）

Googleスライド（国語「伝記を読んでまとめよう」）
６年 タイピング練習、eライブラリ（国語、算数の復習）、

新聞作り（Canva、Googleスライド）

【スイスイPCの時間の児童の様子】
・楽しみながら集中して意欲的に取り組んだ。
・目標を決めて課題に取り組むことができた。
・授業でできたかった課題を補うことができた。
・内容を自分で決めて取り組み、分からない問
題は質問したり、教えあったりしていた。



小川村立小川小学校

様式A-２

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【児童生徒が自立的に学ぶための情報活用能力の具体的な育成実践の例】
総合の学習と絡めた 受け手の状況を考えた情報の発信の仕方を考える

どのような力を育成することを目指して取り組んだか

児童会の引き継ぎを前に、総合の学習の時間を使って取り組んだ事例。受け手は誰なのか、どのような状況なのか、どう
して自分たちはこの活動を行っているのかを明確にした上でICTを利用することで、自分たちが伝えたいことを伝えるには、
手元にある情報をどのように組み合わせて表現したらよいかを考える力を育成することを目指した。
その結果、相手を意識し、わかりやすく表現しようとする力がついてきた。

最高学年として、来年の小川小学
校の先頭に立つ５年生に向けて、
何か伝えられることはないかな

対象は５年生

修学旅行の紹介じゃだめなんだよね
５年生に大切なことを伝えるには
どう関連づけてスライドを作ろうかな

相手を意識し、
わかりやすく表現しよう
とする姿

どんな風にまとめてるの？

興味をもってもらうために、
クイズを混ぜてみたよどうしてこんな力がついたのか？

○普段から授業を一緒に行っており、相手のことをよく知っていること
○自分が５年生だった時のことを思い出し、経験と結びつけていること
○黒板に常に「何のためにスライドを作っているのか」「目的は何か」と立ち返る
基準が板書されていたこと



【テーマ】 学校間交流

※長野県小川村立小川小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

本校は山間地にある近隣の４つの小学校と共同学習やレクリエーションを通して、
交流を行っている。本年度は、対面での交流の前にオンラインで交流する機会を設
け、他校の児童との関係性作りを図った。

①４月オンライン交流 ②１１月オンライン交流を経ての対面での交流

～児童の様子～

［子ども達の感想］
・オンラインで交流していたから、知っている顔の人がい

て話しかけやすかった。
・他の学校の人たちから話しかけられて嬉しかった。

見慣れている友
達が多くて安心
だな



【テーマ】 学校間交流

※長野県小川村立小川小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

【ねらい】
西山４校の児童が共同学習することを通して、社会性を広げ、互いの親交を深める。

【実施にあたり工夫した点 】
・Ｚｏｏｍを通して交流を行った。オンライン上の相手に情報を伝えるためには、ゆっくりはっきり話すように
すると伝わりやすいと事前に説明した。
・オンラインの交流の後、対面の交流まで１ヶ月程間があくので、それぞれの学校の子どもたちについて名前
や特技をメモするワークシートを用意し、当日持参した学年もあった。

【子どもたちの様子】
普段、人数の少ない中で生活している子どもたちにとっては、大人数の中で過ごす貴重な機会である。オン
ラインの交流会をすることで、自分のことを知ってもらっていたり、相手のことを知っていたりする状態で交、
安心感を持って交流会に臨めた。



【テーマ】 児童会での活用

※長野県小川村立小川小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-２

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

小川小学校は、子どもの人数が少なく、行事が多いため、一学期はとても多忙であった。
そんな中で子どもたちと相談し、自分たちの時間を作ることと、子どもまつりを盛り上げたいという願いを実現するにはどうし
たらよいのか考える中でICT機器を使った準備を行っていくことになった。
大切なことは児童会の時間で確認していったため、共通認識の中で準備ができた

児童会主催の子どもまつりで「３０秒記憶ゲーム」を行うために、たくさんの画像や写真を集めたいと
思った子どもたち。でも、児童会の時間は限られています。そこで…

委員長
こういう画像をいっぱい集めて、
共有したスライドに入れていっ
てほしいんだ
高学年用と低学年用に分かれて
いるから、両方考えてほしい

情報通信ネットワークを
協力して使おうとする姿が
自然とみられた

臨時委員会を開くこと
なく、時間を有効に使っ
て楽しい出し物をするこ
とができた



【テーマ】 個別事情により、特別教室で学習している子どもと教室とをつなぐ取り組み

※長野県小川村立小川小学校リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

読めば分かるような授業の流れを作って提示している。
学習場所が違っても時間差無く意見を言える。
文章では無くリアクションをすることで気持ちを表すことができる。
教室にいなくてもクラスの様子がわかり、安心感につながった。

【取組内容】 教室に入れない児童とのオンライン授業

授業でやることは、クラスルームのストリームに提示。
・校内どこにいても教室で行っている活動が分かる。
・話しかけられたときに答えられるようにミートで
つなぐ。
・クラスルームで課題を配布。チャットで提出。
他の子どもの課題も確認しながらできる。
リアクションで意思表示をする。

教室で行っている授業をミートで一緒に受けることが
できるため、授業の内容に遅れずに進めることができ
た。



小川村立小川中学校（長野県）【指定校】

様式A-1

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【児童生徒が自立的に学ぶための情報活用能力の具体的な育成実践の例】
「情報の時間」の設定による情報活用能力の育成

どのような力を育成することを目指して取り組んだか

・教員の異動がある中で、生徒・教員が持続的に端末活用ができることを目指す。
・情報の時間で情報活用能力の基礎事項（基礎的な操作、問題解決・探究における情報活用、情報モラル・セキュリ
ティなど）を実践の中で学び、学習したことを活かしながら、学校生活のさまざまな場面で端末活用ができることを目指す。

【取り組みの概要】
・総合の時間の中に、5時間程度情報の時間を設定。
・各学年で情報の授業担当者を決め、生徒の実態に合わせて
［育てたい情報活用能力］を意識した学習を進める。

R7年度小川中学校［育てたい情報活用能力]（学習内容一覧表）

【意識していること】
情報活用能力を知識として習得するのではなく、実践の中
で活用できるように、各学年で学習テーマを決め、活動の
中で情報活用能力（スキル）の指導を行う。

実践例：3学年「生成AIについて考えよう」

内容
生成AIについて各自でテーマを決め、
情報収集・整理・分析、友達との情報共有
や他者参照を行いながら、自分の考えをま
とめ、情報発信をすることを通して、今後
の生活に活かせるスキルを身に付ける。

学習後の生徒の姿
＊生徒会活動の場面で
・全校に伝わる発表・情報提示を工夫
・生成AIで発表原稿案の作成や推敲をする。

＊教科学習の場面で
・情報収集・検索の際にAIの情報を鵜呑みに
しないこと、AIの情報元（URL）から真偽を確かめようとする姿。

・複数の情報を比較する姿。



小川村立小川中学校「（長野県）【指定校】

様式A-2

リーディングDXスクール事業 【情活能力育成】

【児童生徒が自立的に学ぶための情報活用能力の具体的な育成実践の例】
各教科指導の中で育成する情報活用能力

どのような力を育成することを目指して取り組んだか

・日常の授業の中で、端末を効果的に活用することで、情報活用能力を実践の中で身につける。
・ICT端末・クラウドを活用した情報の提示・共有・情報収集を行える環境を作ることで、個別最適な学び・協働的な学びの
一体的な充実を図る。

【学習の振り返り（例）】
・スプレッドシートやドキュメント等を用いて共同編集で行う。
・生徒各自のスライド（URL）を添付
・文字数カウントを行い打った文字を視覚化（タイピング）
・教師のコメント（赤字）：次時への見通しやアドバイスなど

【各教科の学習活動で】
（例）各自の予想を元に、
情報収集・整理・分析する
活動（社会科）

☆各教科で端末を効果的に使用した授業を行うことで、情報活用に慣れ、学校生活のさまざまな場面で得たスキルを活用・
応用することができるようになる。

【各教科の学習活動で】
（例）学習内容を活用した
動画・プレゼンテーション
の作成（英語科）



【オンラインを活用した地域人材や外部専門家の参画を得た授業】
英語学習・国際交流プラットフォームを用いた英語学習

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-1

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

【取り組みのねらい】
・学習した文法、スペリング、発音の正確さをAIに判定してもらうことで、正確な英語を自信をもって話すことができるようになる。
・授業で学習した英語を、実際に海外の生徒と交流をする中で実践的に活用し、海外とのつながりや海外の文化・生活に対する関心を
高めることをめざす。
【工夫した点】
・グループを１～3学年の縦割りにすることで、1年生や英語を苦手と感じている生徒にとっても相手の英語が理解できるように工夫した。

【学習した文法、スペリング、発音の正確さをAIが判定】
教科書の本文や自作の英文をプラットフォームに入力。
ヘッドセットを使用し、個々に文章を読み上げ、AIに発音の正確さやスペリング
の判定してもらう。繰り返し、練習・判定に取り組む姿が見られる。

【オンライン国際交流】
海外の中学生とオンラインで交流を行
う。これまで学習した英語を活用し、
自分のおすすめの写真やイラストなど
を使って自己紹介をしあう。

☆授業後のアンケートでは、「もっとAIの判定をあげたいという気持ちで練習ができるから、英語の勉強をもっと頑張ろうと思った。」
「実際に外国の人と話すことがないから、楽しかった。もっと英語を上達させたいと思った。」など、英語学習・国際交流プラット
フォームを用いたことで、英語学習に対する意欲の向上や海外への関心が高まったことがうかがえる。



【校務DX】 クラウド環境を活用した職員研修

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-2

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

【取り組みのねらい】
・伝達や指導を視聴することを中心とした研修時間だけでなく、学んだこと、今後にいかしたいことなどの視点に沿って職員の対話や意見交換、体
験による研修時間を増やす。
・授業で活用しているツールを職員が使い、子どもの立場、視線になってクラウド環境を体験する機会を増やす。

【工夫した点】
・校内Chatを活用し、研修の周知・連絡、研修記録の入力シートの共有。
・各自好きなタイミングで動画視聴ができる。→ 時間的拘束の削減
・個別に動画視聴から得たことを研修会前に入力しておくことで、研修会（対話）で共有する際に、他者の考えを理解しやすい。また、グループで
の対話の場合は他グループの職員の気づき・意見も共有することができる。

例）対話を重視した校内研修
１．校内チャットを活用して研修内容・研修方法の周知。入力シートの共有。
２．各自で期日までに動画視聴→共有シートへ入力
３．共有シートに入力したことを中心に話し合う時間の確保

例）模擬授業で生徒が活用しているツール、授業形態を体験



【オンライン合同授業】 小規模校同士のオンライン合同授業

小川村立小川中学校（長野県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×独自テーマ】

様式C-3

取組のねらい・実施にあたり工夫した点 等

【取り組みのねらい】
・小規模校で学ぶ生徒たちが、離れた地域に住む生徒とともに学ぶことで、より多様な価値に触れ、見方や感じ方を広げること。
・他校の教師と連携して多くの生徒の学習を支える環境づくりを模索すること。

【工夫した点】
・Web会議システムを活用し、両校の生徒が対話をしながら学習を進められるようにする。
・ひとり一人の発言の機会が多くなるよう、グループ活動の時間を十分に確保できるようにする。
・オンラインホワイトボードツールやスプレッドシートを活用し、互いの気づきや他のグループの様子を参照できるようにする。

【実施内容(美術・鑑賞】
＊近隣中学校とオンラインで合同授業を行う。
＊美術科の鑑賞の授業（両校で1つの題材について鑑賞）を行う。
＊全体共有の後、グループごとに題材について鑑賞を深める。

【グループ活動用シート】

【全体活動用スプレッドシート】
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